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「うむの下濁る」という言い習わしの歴史 

山田昇平（奈良大学講師） 

1. 問題設定 

撥音や鼻音由来の音に清音が後続すると、濁音化することがある。 

  三階（サンガイ：/N/）   日向（ヒュウガ：fimuka > fiũga > hjuuga） 

栄華（エイガ：ŋ 韻尾由来）   東国（トウゴク：ŋ 韻尾由来） 

これは広義には、連濁として扱われる現象であるが、近年ではこのような音環境に依存す

るものは、特に「連声濁」と呼称する（奥村三雄 1952、高山倫明 1992, 2012 など）。 

この現象を指すことばとして、古来「うむの下濁る」という言い習わしが用いられたとさ

れ、特に、ロドリゲス『日本大文典』の次の記述が知られる。（以下『大文典』。土井忠生訳によ

る。下線は私により、以下も同様とする。なお、引用に際して漢字・仮名遣いは現行のものに改めた）。 

（1）‘にごり’（Nigori）になる性質の音節を頭に持った言が、ŏ,ô, ŭ, n の後に続く場合

には、それを‘にごり’に発音しなければならない。日本人はその事を、Vmuno xita 

nigoru（うむの下濁る）と言っている。  （177 丁表、土井訳 p. 633） 

『大文典』の直接的な情報源は未詳であるが、当時この言い習わしはロドリゲスにも知ら

れていたことが窺える。ところで、『大文典』でも直後に「例外」を述べる通り、中世期に

すべての「うむの下」が濁っていたというわけではない。 

（2）この法則には例外がある。各自が気づくことだろうが、同音異義語を避ける為と

か、他の関係によるとかして、後に続く音節を往々にして‘にごり’（Nigori）とし

ないことがあるのである。   （177 丁表、土井訳 p. 634） 

このような例外が『大文典』以前から存在していたことは、室町時代前期成立の『名目鈔』

の記述などからも、明らかである（陽明文庫蔵乙本を用いた。句点は私による。以下同じ）。 

（3）a. 元
グワン

三
サン

゛ 後生以三字可令清欤。故注之。     （恒例諸行事篇） 

b. 同
トウ

゛心
シン

゛ 当世人シムヲ清テ云。故注之。      （諸公事言説篇 付私議） 

つまり、中世期の連声濁は、必ずしも高い生産性を有していたわけではない。そのため、

これを説明する「うむの下濁る」という言い習わしを、当該時期における実態そのものとみ

ることもできない。実態に反する場合があるにも関わらず、「うむの下」が「濁る」ことを

強調する必要があったとするならば、そこには何かしらの目的意識が想定される。しかし、

それがどのような目的意識であるかは明らかでない。 

「うむに下濁る」は、その表現の明快さから現代の研究においても言及される言い習わし

である。しかし研究上の用語に関わる以上、その歴史的背景を無視することはできない。本

発表では、このような問題意識のもと、「うむの下濁る」という言い習わしの歴史を論じる。 
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2. 読誦の場と「うむの下濁る」 

広義の連濁に関わる術語については、既に鈴木豊（2004、2017）で整理される。同論を

参照にすると、広義の連濁関係の用語は、法華経読誦資料で用いられる「新濁」にはじまる。

対照とする他資料がないものの、院政期頃の読経が独立した芸能として認知されていた（cf. 

清水眞澄 2001・2007、柴佳世乃 2004a）ことを踏まえるならば、芸道の規範として発音に関する

形式化が行われたという可能性は想定しうる。まず、これを手掛かりとして、読経関係資料

から「うむの下濁る」に関連した例をあげる。 

2.1. 中世法華経音義類 

2.1.1. 「新濁」が載るもの 

鈴木（2004）で指摘される通り、鎌倉期の法華経音義の類である『法華経単字』及び九条

本『法華経音』には、「新濁」の語が用いられる。ここでは「うむの下濁る」といった、形

式化に関わる表現はないが、新濁の具体例としてあがる例はいずれも鼻音韻尾に続くもの

である(声点が特殊な記号でなければ[ ]に位置を記して示す。以下同じ)。 

（4）゜本ヨリ清字ハ 王゜或円゜等也 

  ゛本ヨリ濁字ハ 是業上下等也 

  レ 新濁字ハ 蓮花レ[上] 王子レ[平] 三世レ[平]等也   『法華経単字』 

（5）本清姓 王゜聞゜惑゜ 

  新濁々 蓮華レ[上] 王子レ[平] 功徳レ[入]
 

  本濁々 是－[平]業－[入]
 時－[上]上－[平]    九条本『法華経音』 

この例示などから、「新濁」と「うむの下濁る」とを等価に捉えたくなるが、問題がある。

同じく鎌倉期の『読経口伝明鏡集』（弘安七〈1284〉年成立・能誉撰、以下『明鏡集』）の「新濁」

に関する記述を挙げる（文安本を主に用いるが、下線部のみ文亀本の訓点を移点した1）。 

（6）可分清濁事 

（清、本濁の後）次復新濁者是假令被二重上字ニ
一初テ濁テ被レ讀字共ヲ云二新濁字ノ字

ト
一也。今此新濁ニ指聲之時竪ニ重二點指之也。其形 如此偏是為初心者出圖云。 

「図」去聲字曰 遍點 應身 善根 専精 沈水 [いずれも二字目に去・新濁点] 

入聲字曰 往昔 功徳 正覺 両足 正法 [いずれも二字目に入・新濁点] 

平聲字曰 聖主 平子 ⾧者 勧請 讃嘆 [いずれも二字目に平・新濁点] 

上聲字曰 衆生 波闍 融通 衆多 由句2 [いずれも二字目に上・新濁点] 

 
1 この他の主要な伝本に、文亀本・永正本（永正本『法華経音義』に付属）がある。ここでは沼本（1990：

111）が本書の本文を「文安本に依拠するべき」とする検証結果に従い、文安本を主に用い、文亀本・永正

本を参照とする。 
2 「由句」には割書にて「但句ハ本濁歟求⾧」とある。これに対して元亀本では「多生ヒ⾧本」とあり、本文

が定まらないが、本発表では永正本に「由句」とあることからこちらを採用する。 
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是則新 濁
タクノ（朱）

（左傍：アラタシクニコル・朱）字指聲形也。以是自余ノ字共可准知也。 

已上清濁作法至極口傳如此。  文安五年本『読経口伝明鏡集』19 丁表-裏 

「被重上字ニ初濁被讀字」とは、上に字を重ねて初めて濁るとする認識であって、これは

必ずしも連声濁とは限らない。同書で示される用例は、確かに概ね連声濁に対応するものの、

「波闍」は対応しない。「闍」の字音を濁音化例とするかは疑問であるが、非連声濁環境に

ある例であっても新濁とみなす認識が窺える。つまり、実態はどうあれ「新濁」は、広い範

囲の濁音化を指す用語として認識されていたとみるべきだろう。 

2.1.2. 永正十七年本『法華経音義』 

 このように「新濁」という用語そのものは広く濁音化を指す。しかし、それとは別に鼻音

韻尾に対応して濁音化するという認識そのものは存在していたらしい。このことが窺える

資料として永正十七年本『法華経音義』を挙げる。本書の冒頭には韻尾の分類に対する解説

が付されるが、そのうちに次の記述がある。 

  （7） 鼻
ヒ／ハナ

[平・濁] 舌
セツ／シタ

[入・濁] 唇
シム／クチヒル

[平]ノ下ハ濁  口[平]歯
ハ

[平]喉
ノト

[平]ノ下ハ 清
スムヘシ

 

永禄十七年本『法華経音義』１丁表 

本書における「鼻」「舌」「唇」はそれぞれ、-ŋ, -n, -m の鼻音韻尾に対応する。つまり、

この記述は鼻音韻尾と濁音化の関係を明記した記述である。 

 本書は、奥書の内容から書写年代は「永正十七年よりも以前であることは疑いない」（築島

裕 1980：323）とされるものの、成立時期は明らかではない。しかし、本書の韻尾の分類は、

（5）に引いた九条本『法華経音』などと同系列の学説によるものと考えられ、また本書で

は n 韻尾と m 韻尾とを区別することから、その原形は「鎌倉中期以前」と推定される（cf. 

同：325）。（7）の記述は、この韻尾の分類を前提とするものであるから、同時期のものと考

えておいてよいだろう。 

そうであるならば、鎌倉期の法華経読誦の学説では、連声濁を鼻音韻尾との対応から理解

していたということになる。このような理解を「うむの下濁る」の言い習わしが生じる下地

と位置付けるのであれば、この言い習わしは単純な仮名との対応から（鼻音韻尾-ŋ・母音韻-u・

フ入声-p を混同する形で）発したものではない。 

また、（7）は従来指摘されてきた鼻音に関わる濁音化（連声濁）の例が、少なくとも読経資

料においては、このような理論的背景をもつものであったことになろうか。 

2.1.3. 義源撰『法華経音義』 

「うむの下濁る」に直接的に関連する記述は、鎌倉後期成立の義源撰『法華経音義』3（応

安三〈1370〉年増補、以下、『義源音義』）に確認できる。 

（8）一 持経者ハムノ下トウノ下トノ文字ヲハ必ス濁リテヨム。修学ノ家ニハ不可然事

 
3 諸本に京大本（『法華廿八品字読クセ』）・随心院本・西来寺本（『法華読音』）がある。ここでは京大本を

主に扱う。なお、随心院本はこれに同じだが、西来寺本は（8）を欠く。これは（8）が弟子である叡憲によ

る増補部分に該当するものの、西来寺本はその増補が行われる前段階のものにあたるためである（cf. 柴佳

世乃 2004b）。 
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也。 

     當[去]知[上濁] 持経者
 當[去]知[上] 修学

 

      正[平]遍[平濁]知[上濁] 持経者
 正[平]遍[平]知[上濁]

 
修学    「面受口決」の項目 

本書には、新濁の語は確認できないが、「ムノ下トウノ下トノ文字ヲハ必ス濁リテヨム」

とし、濁音化環境を形式化した表現が確認できる。これは明らかに「うむの下濁る」と同質

ものといえる。本書の成立時期や、本書が法華経読誦の伝流に属することからすれば、前節

でみたような鼻音韻尾と濁音化の関連付けから発したものといえよう。 

また、本書ではこれを「持経者」のものとし、さらに「修学ノ家ニハ不可然事也」する。

「持経者」は読経僧、「修学ノ家」を学僧の意味とすれば4、これは芸能者としての側面をも

つ読経僧（持経者）と学僧との対比と考えられる。いずれにせよ、連声濁による読みを法華

経読誦（持経者）の場におけるものとし、それ以外の場と区別する姿勢が窺える。 

さらに、この記述は「面受口決」の項目に記される。この項目は「法華経音義」本体の選

者である義源（天台宗梶井流）から、増補者である弟子の叡憲に行われた口伝にあたる（cf. 柴

佳世乃 2004b：34）。この点を強調するならば、「うむの下濁る」は天台僧の伝流の中で、本来

的には口伝で伝わる情報であったことが疑われよう。 

2.2. 禅宗抄物 

上記の通り、「うむの下濁る」は鎌倉期の法華経読誦に関する文献にみられる。これに対

し、室町期には禅宗抄物の内に「うむの下濁る」が確認できる。以下では先行研究に報告の

ある例をもとに挙げる（cf. 柳田征司 1975、山下紀久子 1985、李承英 2003 など）。 

2.2.1. 惟高妙安 

惟高妙安（1480-1567）の講述による『玉塵』及び『詩学大成抄』に、「うむの下濁る」が

確認できる。これらには「教家」の説との関連付けが窺える。 

（9）匡衡ヲキヤウ カウト衡ノ字ヲスンテヨム人モアルソ。詩文ノヨミヤウノ法ハコト

＼／スムソ。サレドモ又ヨミツケアリ。上ノ字ガハヌレハ下ノ字ヲニコラスルソ。

此ハ教家ニウムノ下ハ必ニコルトイワルヽソ。サレトモ、カナニ、シモニ、ウノ点

アリ、ムノ点アルニ又ニゴラヌモ多ソ。コマカニヨウカンベンセヌ人ハシラヌソ。

真乗ニ多ウタツネタソ。イエタヤウアルソ。     『玉塵』巻二十二 53 丁裏 

  （10）江州卜云国二九江郡卜云モアルカ、江
スム

州ト江ヲスムソ。九-江゛ハ江ヲニコルソ。

九
キウ

トウエニウノヲクリガナガアルホドニソ。教家ノサダメハ、ウムノ下
シタ

ハ字ノコエ

本ノ字スンタ音ナレドモニコルソ。ムノカナハハヌルソ。ント点スルハ、ムノ字ノ

心ソ。日本ニハ江゛州トニゴルソ。上ニハヌル字ナケレトモ、アシデニアレドモ江

トニコルソ。呉音ノ心カ。経ニハ江海江゛河トニゴルソ。詩文ハ漢音ナリ。江ハカ

 
4 『日本国語大辞典』では、「持経者」を「仏語。常に経を読誦している者。一般的には、常に法華経を

受持読誦する者をいう。」（初出：霊異記〔８１０～８２４〕上）、「修学者」を「学問を修めている者。ま

た、修めた者。学者。また、学問僧。」（初出：春日社記録‐建久四年〔１１９３〕）とする。 



国語語彙史研究会（＠web） 

2021/12/04 

5 

 

シラニアレハスムソ。    『詩学大成抄』巻二 73 丁裏 

（11）法花一乗ノ法ガ五百由旬ノ宝所ナリ。コヽエイタラヒセウ為ソ。宝所トモ宝城ト

モシタソ。同コトソ。教家
ケ

ニハ宝所
スム

ト所ヲスムソ。叢林ニハ所ヲニゴルソ。ウムノ

ヲクリカナ、シタハ必ニコルト教家モイワルレトモ又サモナイコト多ソ。華厳経ニ

ハ五百由旬宝所ヲ宝渚
ショ

卜カイタソ。渚ノ字スンテヨムソ。 

『詩学大成抄』巻十 14 丁表 

いずれの記述も「教家」における読み習わしとして、「うむの下」が「濁る」ことを示し、

「詩文」や「叢林」と対比している。 

「教家」とは禅宗で自宗以外の宗派（天台・真言）を指すが、特に惟高妙安の抄物における

「教家」については、柳田征司（1975）において華屋宗厳（真乗院）との関係が指摘されて

いる。すなわち、（9）（10）（11）を含む惟高妙安の抄物には、「真乗」として華屋宗厳の教

えが引かれる。その内容は、「「教家」即ち天台・真言などの説に一致するものが少なくな」

（同前：335）く、また華屋宗厳は「三井寺の僧と交際があり、天台の説に明るかったのでは

ないかと推定される」（同前）。（9）には、「うむの下濁る」に関して述べた後、「真乗ニ多ウ

タツネタソ」と真乗への言及がある。よって、「うむの下濁る」に関しても、華屋宗厳を経

由して、天台宗における言い習わしが伝わったとみるべきだろう。 

さらに、永正本『六物図抄』（自悦守懌講・芳郷光隣聞書）をあげる。講者である自悦守懌（1444-

1520）も華屋宗厳の強い影響下にあり、同じく華屋宗厳の説が多く引かれる（cf. 柳田 1975：

332-333）。そして、本書にも「うむの下濁る」が確認できる。 

（12）聞思゛修ト云時ハ、思ヲ濁テ云ソ、ムノ下
シタ

ハニコルト云テ、聞
モム

ト読ホトニ思
シ

゛ト濁

ソ。       永正本『六物図抄』10 丁表-裏 

ここでは「ムノ下」とするが、「聞思」という個別事例に対する説明としてのみ適用して

いるということだろう5。惟高妙安・自悦守懌が、いずれも華屋宗厳の影響下にあることを

踏まえるのであれば、本来天台の説であったものが引かれているとする推定は妥当といえ

る。また、いずれもゾ体の抄物であることを踏まえると、やはり「うむの下濁る」は口伝的

に伝えられる性質であったと捉えられるか。 

なお、（11）で濁音化例として扱う「宝所」の「宝」は非鼻音韻尾であり、本来的には連

声濁の環境にない。これは、教家が本来の鼻音韻尾と非鼻音韻尾とを区別していたものを、

禅家においては、末尾の /ou/ が共通するといった類推によって濁音化させたものだろう。

つまり、禅宗にも「うむの下濁る」という言い習わしが伝わりはしたが、それは（7）にみ

たような理論的な背景が伴うものではなかったといえる。 

2.2.2. 人天眼目抄 

惟高妙安・自悦守懌に先立ち、曹洞宗徒・川僧慧済（？-1475）が講した、東京大学史料

 
5 あるいは、本書 10 丁裏の一行目行頭にあたることから、改丁・改行に伴う「ウ」の書き落としの可能

性もある。 
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編纂所本『人天眼目抄』（文明五年〈1473〉成立、川僧慧済講、江戸初中期写本）にも「うむの下濁

る」が確認できる。 

（13）自忘能所。シヨトヨムヲ嫌テ云。ウムノシタワ濁ル程ニジヨダソ。ソレモ又サダマ

ラヌソ。清
スン

デ云処モアリ。コヽデハ能所゛タソ     『人天眼目抄』影印 p. 517 

  これについても、天台の教えとの関連性が疑われる。本書の講者である川僧慧済は、遠江・

一雲斎にあった僧である眞巌に学んだとされる。その眞巌は天台密教に通じ、川僧慧済は

「眞巌について天台の密教を禅と共に修めたものと思われる」（古田紹欽 1976：9）とする。こ

れに従い、かつ惟高妙安の記述を合わせるならば、川僧慧済もまた、天台宗の教えとして「う

むの下濁る」の言い習わしを知った可能性がある。 

2.3. 近世法華経音義 

この他、近世前期頃に、日蓮宗僧侶らによる法華経音義類がある。そのうち日相（1635-

1718）による『法華経音義補闕』（以下、『日相音義』）には「うむの下濁る」が多く確認できる。 

（14）講説[入声・新濁]正法[入声・新濁]
文。山門ニウムノ下ハ濁ルト約束スル也。説法ノ二字連声シテ濁

ルハ新濁ナリ。     『日相音義』巻２ ９丁表 

（15）欄楯[上声・新濁]華蓋
カイ

[去声]
文。（中略）蓋ハ清音也。如二随音句ノ一天蓋旛等ヲ濁ルハ。上ノ字

ノウムニ引レタル也。是ヲ名ク
二新濁ト

一。楯モ清音也。濁ルハ新濁也。 

『日相音義』巻２ 10 丁表 

この他複数個所にも記述が見える。（14）では、「ウムノ下ハ濁ルト約束スル」のが「山門」

としており、天台宗への宗派意識が窺える。また（15）には、「うむの下濁る」と「新濁」

の関係が窺われる。また、両者は、「上ノ字ノウムニ引レ」たものを「新濁」とする理解が

窺える。これは、（6）にみた鎌倉期の「新濁」とはやや異なるようにみえるが詳らかにし難

い6。ただ、近世期においても法華経読誦の場において「うむの下濁る」の言い習わしが伝

わり、それが天台宗のものとして認識されていたことはわかる。 

 
6 なお、本書に先立つものに、日遠『法華経随音句』（以下、『日遠音義』）があり、『日相音義』はこの増補

と位置付けられる。『日遠音義』には「うむの下濁る」の例は見られないものの、「新濁」としてかなり規則

的に連声濁形を示す。これに対して『日相音義』では、多く「うむの下濁る」による新濁が見られるが、韻

書や実態から演繹した独自の理論に基づき、例外を認める場合もある。これについては山田昇平（2019：

37-38）で指摘され、以下の例があがる。 

諸経中[平・新濁]寶[上]文                           『隋音句』上 41 丁表 

諸経中[平・新濁]寶[上]文 随音句ニハ中ノ字濁テヨメトノ指南也。併ラコヽハ清ンテヨムヘキ所歟ト存ル也。                         

『日相音義』巻四 20 丁表 

『日相音義』では「中」の清濁には意味の差を認めており、本来的には「チュウ」であれば単に【範囲

内】であるが、「ヂュウ」であれば【範囲全体】を指すとする（cf. 同上）。日遠と日相とでは、この「う

むの下濁る」の優先度が異なるということだろう。特に後者では、この原理が「約束」されたものではな

かったことが窺える。 
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2.4. 「うむの下濁る」と天台宗 

以上、中世法華経音義類・禅宗抄物・近世法華経音義から「うむの下濁る」を確認した。

これらには、いずれも天台宗との接点が窺われた。以上から本発表ではこの言い習わしが、

本来天台宗の間で伝わっていたものと判断する。また、（8）『義源音義』にある「持経者」

といった記述から、本来的には主として（恐らく法華経の）読経の場における読み癖を示すと

いう目的で用いられたと考えられる。さらに、中世後期の禅宗抄物の記述をみる限り、この

言い習わしが、他宗派にも伝わるという実態があったと考える。 

3. 読経の場以外における「うむの下濁る」 

 以上の例から、中世期には「うむの下濁る」の言い習わしが、主として読経の場において

伝えられてきたこと、及びそれが天台宗のものとして認識されていたことを確認した。これ

に対し、以下ではそのような文脈から離れた例として、謡曲伝書における使用例を挙げる。 

3.1. 真嶋円庵伝書 

「観世宗雪秘伝書」と呼ばれる謡曲伝書がある。これは近世初期の大坂の眼医者である秋

扇翁真嶋円庵（1610？―16667）が、「観世宗雪」（宗節を誤解したもの）に仮託する形であらわし

た偽書とされる（表章 1979、宮本圭造 2009）。本書は偽書ではあるが、四つ仮名や開合など、

音韻に関する内容を含むことが知られる。以下ではこれを仮に「円庵伝書」としておき、本

稿に関わる部分を挙げる。 

（16）文字のしやうによりて替り申は外也。世話の文字のこゑ「う」よみ「ふ」、こゑ「い」

よみ「ひ」。うむの下字を濁り申は常の儀也。ひろがるかな、すほほまるかなは文字

毎にかはり行候得ば具にはのべがたく候。         「円庵伝書」14 丁裏 

 ここでは、仮名遣いや開合など、文字の読み方に関する文脈において「うむの下字を濁り

申は常の儀也」とする。これは、禅宗抄物のように天台宗との明確な関連性が窺われないな

ど、引用の出自や必然性が分からず、他資料とはやや異なるようにみえる。 

3.2. 謡曲伝書における「清濁」 

謡曲伝書一般には悉曇学をはじめ様々な知識が引かれることが知られるものの（cf. 竹村明

日香・宇野和・池田來未 2018 など）、十分に整理されているとは言い難い。しかし、特に清濁に

関していえば、この記述は異質である。例えば、四つ仮名や開合といった事項については、

『音曲玉淵集』や『謡開合仮名遣』といった近世期の謡曲伝書類に言及があり、関心が向け

られたものである。しかし、「うむの下濁る」をはじめとする濁音化の法則性については、

この他『當流謡指南抄』のように広く流布したものであっても触れられない。 

謡曲伝書類において清濁の記述はないわけではないが、個別的なものや印象に関するも

のに留まる。仮に『能楽資料集成 細川五部伝書』所収の範囲から清濁関連の記事を引くと

 
7 宮本論文では墓碑銘などに見ることから「宴庵」表記をとるが、ここでは通例に従い「円庵」としてお

く。 
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次の通り。 

（17）一、「松嶋小嶋」トツヾク時、小嶋ノ「シ」ノ字スム也。只「小嶋」トバカリ〈ノ〉

時、嶋ノ「シ」ノ字ニゴル也。 

一、ウトフ、「小嶋ノトマヤウチユカシ」ノ「シ」ノ字、ニゴルヨリスミタルヨカ

ルベキ也。 

『能口伝之聞書』《慶⾧三年四月於二田辺一 他足軒・玄旨公等雑談8》p. 60 

（18）一 濁字の澄ところにて、心へ大にかわるべし 

『能口伝之聞書』《宗印9庵にての也足軒説》p. 45 

（19）しやうとくににごれる字をバにごらかせ
【さで】

すむ字をにごす人はかなし 

『節章句秘伝之抄』《「花伝髄脳記 音曲道歌三十六首」を典拠とする箇所》p. 138 

 （17）は個別の事例として清むか濁るかを問題としたものである。また、（17）の後半や

（18）（19）は清濁に対する注意の記述ではあるが、法則性を述べたものではない。 

この他、近世初期筆『謡之大事口伝抄』（通称）に合写される「謡之大事條々」（室町期後

期成立か10）を示す。本書はやや時代が上がるが、「本濁」・「新濁」の用語が用いられる（文

中の ‘。’は私によるが、‘〇’ は原文でみられる区切り点をあらわす）。 

（20）一 本だくといふ事 

さきにてにこるをすみて清の字はにこるへしと見えたり。其たくひ 

一 品々。つき／＼。つく／＼。さま／＼。すみ／＼。かす／＼。ほの／＼。した

／＼。たゝ。さゝなみ。是はかね詞のたくひ也。 

一 二字のたくひ 

一 てかせ。うつはら。夕かほ。朝かほ。しのひ。 

一 三字之類 

一 かみ風。春風。吉野川。 

如此之類しるすに遍にこれのみならす。二字三字のすみにこり有へくも所によ

り謡によりてすみても不苦也。 

（中略） 

一 所によりすむ事もにこる事もて有之。いかに重字なりとも前後共にすむ事も

あり。能々可修行也。 

一 しんだくの事 

一 まつ／＼〇色とり〇色とる〇なれにたに〇おとろ〇をとる〇うるまてきやうのた

 
8 「他足軒」：中院通勝、「玄旨公」：細川幽齋（引用書解説［表章氏：243］による） 
9 宗印：古津宗印。観世弥次郎⾧俊の次男或いは三男。（引用書解説［表章氏：243］による） 
10 成立時期の推定は、法政大学能楽研究所編（1998：156-160）による。具体的には奥書に「観世四郎左

衛門／吉徳在判」とある点、かつ「吉徳」は「吉次」（大栄八年〔1528〕前後が活動期）の親にあたるとす

る推定に従う。なお、観世四郎（左衛門）は「室町後期の数代続いた観世座脇方」（同：157）とされる。 



国語語彙史研究会（＠web） 

2021/12/04 

9 

 

くひ〇濁にいとまあらす。 

    （中略） 

      一 かれらはしんたく也。然はしやうたくは下をすむへきなれ共すまぬ事もあり。

すむへきともいへり。思ふ事にての分かみれんの故也。修行肝要也 

「謡之大事口伝抄」（近世初期筆） 

ここには「本だく」「しんだく」とあり、「本濁」「新濁」のことと考えられる。しかし両

者の違いは不明瞭である。前者には「つき／＼」「つく／＼」や「夕かほ」「朝かほ」のよう

な連濁環境にある例が含まれる。一方で、後者にも「まつ／＼」「色とり」「色とる」などは、

連濁環境にある語を挙げているようにみえ、扱いの差が見え難い。また例示自体に、よくわ

からない例が多く含まれており、意図が取れない。少なくともこれらの用語が本来的な意味

で用いられているとは考えにくい。 

また、下線を引いた「二字三字のすみにこり有へくも所により謡によりてすみても不苦也」

「いかに重字なりとも前後共にすむ事もあり」「生得は下をすむべきなれ共、すまぬ事もあ

り。すむべきともいえり」（一部便宜的に私に漢字を充てた）として、「能々可修行也」「修行肝要

也」とまとめる記述からは、清濁は個別の読み癖とする姿勢が窺える11。 

3.3. 近世期の「うむの下濁る」 

濁音化について、読経においては対象が漢語のみであるため、基本的に連声濁が対象にな

る。その一方で、謡曲であれば和語も対象に含むため狭義の連濁も対象になる。和語の連濁

については単純な形式化は困難といえ、「常の儀」といった一般化は馴染まない。それより

も、先にみた通り個別の事例とする方が、むしろ自然といえよう12。 

このような背景にも関わらず、謡曲伝書である「円庵伝書」に「うむの下濁る」が引かれ

るのは、本書が雑多に情報を集めたものであるという点に求められよう。 

 
11 謡曲の読み癖において清濁が一定しない例は珍しくない。試みに岩波古典文学大系『謡曲集』の「読み

癖一覧」を参照に例をあげるなら「金札」の「荒ふる神」がある。この読みには、宝生・喜多・金春の各流

派では「アラフルカミ」、観世流は「アラブルカミ」と、流派による差がある。このようなものはかなり多

い。また、「群衆」は、「実盛」「百萬」「弱法師」で用いられ、宝生・喜多・金春・観世の各流派で共通して

「クンジュ」をとる。しかし２度この語が用いられる「弱法師」において、観世流のみ「群衆」を「クンシ

ュ」も交えるなど、同一曲内でも清濁が異なる場合もある。 
12 これらに先立つ、金春禅鳳『毛端私珍抄』には、次のような記述がある。 

六ふし乃吟の事。吟はくらいの物也。私の事にあらす。甲にて云とめたる名字のうつり、今度乙にて

云てよき事もあり。乙にて云とめて今度甲度にて云い出してよきこともあり。甲と甲乙と乙にてあ

ふもしもあり。うゑにひかれて下のもしのにこるもあり。上にひかれて下のもしのにこりたるかす

む事もあり。上にひかれて下の字のなまるもあり。下にひかれてうゑの字のなまるもあり。なまり

たる字のすくに成もあり。もしによりてつかふ也。不思議の事也。人のわさにあらす。 

 具体例はなく、また「節乃吟」を中心とした記述だが、「うゑにひかれて下のもしにごる」といった点な

ど、連濁に関わる記述にみえる。ここでは「不思議の事也」とするように、規則性を求めようとしない。 
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（16）の周辺には「しちすつのかな遣は不違」をはじめとする典拠不明の記述を含むほか、

「平上去入は依下字、又軽重清濁依上字と相心得申候」といった記述がある。これは明覚『反

音作法』に発し、『明鏡集』などの読経関係文献に広く引用される言い習わしである。これ

は、本来漢字音の反切理解のためのものであるが、ここでは、そのような文脈から切り離さ

れて引用されている13。つまり、円庵の引くこれらの記述は、一定の整合性・必然性をもっ

たものはなく、さまざまなところから雑多に集められたといった性質のものだろう。 

これを裏返せば、「うむの下濁る」もまた、読経のための言い習わしであったものが、文

脈を無視して流布していたという実態が窺えよう。これは、禅宗抄物において「教家」のも

のとして「うむの下濁る」を引いていた段階よりも、さらに流布が進んだものにみえる。こ

のことは、ロドリゲス『日本大文典』にこの言い習わしが引かれていることと通じる。 

（16）からは、本来特定の目的に限って用いられてきた「うむの下濁る」が、中世後期以

降に一般的なものとして流通したという点を確認する14。 

3.4. 「うむの下濁る」のその後 

なお、近世後期の神沢杜口『塵泥』15にある次のような例をみると、この言い習わしが広

く流布していたようにもみえる。 

（21）一俗間ニ山の字の濁るましきを濁る事多し。たとへは追手の僧に魯山と云る有を   

「ろざんと唱非也。「ろさスん也。此和尚は予が肉縁の人にて此唱ヘを陰
カゲ

にて笑は

れし也。山を濁るは上の字をはねる欤引ク欤の時。開
カイ

－口通音ンの訣
ワケ

にて濁る。 

  神沢杜口 島根大学本『塵泥』 近世後期成立 

 （21）は「山（サン）」を濁音化する場合について論じたものであり、「上の字をはねる欤

引ク欤の時」とする。これは「うむの下濁る」を前提とするようにみえる。もっとも、中世

末期の「山（サン）」が濁音化する場合の必要条件には、一部例外はあるものの、撥音⾧音

が前接する場合を認めてよい（cf. 山田昇平 2018）。そのため、この条件付けは、「うむの下濁

る」という言い習わしとは別に生じたものとみることもできる。近世期については、現段階

で充分な用例を得ておらず、現段階では不明とする。 

 
13 この記述は『音曲玉淵集』にも引用されるが、『玉淵集』の引用はこれに対する解説も試みられるもので、

単純な引用である「円庵伝書」とは姿勢が異なる。一方で『玉淵集』には「うむの下濁る」に関する言及は

ないなど、謡曲における種々の言い習わしの流布はそれ自体が問題となろうが、ここでは扱わない。 
14 この知識が具体的にどのような経緯で本書に至るかは明らかにしがたい。円庵の経歴については宮本

（2009）に詳しいが、その中で円庵と読経や天台僧との接点は認められていない。円庵は青年期を細川忠

興やその弟子である槇嶋云庵のもとで過ごしたとされる。そして、主な著作である『実鑑抄』系としてま

とめられる伝書類は、彼らや細川家中の能役者からの教えが情報源である可能性があるとされる（宮本

2009：29）。これに従えば、「うむの下濁る」のような知識も、少なくとも細川家周辺における謡曲知識の

一つとして流通していたと考えることもできる。ただし、同論で「それが全てとは考え難い」（同）とする

ように、円庵が何に学んだかは未詳とせざるを得ない。 
15 諸本の内、島大本・龍大本・京大本を確認しており、ここでは島大本を用いる。 
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4. 「うむの下濁る」の歴史的文脈 

以上をもとに、「うむの下濁る」に関する通史を大まかにまとめておく。 

「うむの下濁る」は、主として天台宗僧侶の間で、読経の場における読み癖を知るた

めに用いられた。これは中世期から近世期にかけて天台宗のものと認識された。「うむ

の下」という環境は、本来的には鼻音韻尾を意図したものと考えられる。 

また、この言い習わしそのものは口頭で伝えられていたが、学術的つながりから禅宗

僧侶にも伝わる。さらに、中世末期以降には「円庵伝書」やロドリゲス『日本大文典』

などのように、従来の文脈から離れた形で伝わり、宗派意識も持たない例がある。この

ような例では、「うむの下濁る」という言い習わしの知識だけが、あたかも一般的な発

音の作法のように扱われている。 

つまり、この言い習わしは、特定の場における「読み」の規範を定めるという、明確な目

的意識のもと成立したものであり、本来的には、その他の場を意図しない。このような性質

からすれば、中世末期以降にみられる「うむの下濁る」の流布は問題といえる。『大文典』

の記述なども、このような問題意識から見直す必要がある。 

また、特定の場において、この言い習わしが意図する規範が必要とされたということは、

これが通用しない場の方が多かったことを意味する。そうであるならば、文献資料上にあら

われる連声濁による濁音化例は、一定の規範意識に基づいて書かれていることを想定する

必要がある。これに関して、従来、連声濁（広義の連濁）は中世において盛んであった、とす

る言説があるが、これも再考の余地があろう。確かに、現代語との対照においてこの言説は

否定できないが、中世期の「うむの下」を濁るか清むかの実態は、より複雑な状況を想定す

べきではないか16。 

濁音化の実態に関して言えば、訓点資料における新濁点は漢音系に少なく呉音系に多い

事が知られる（cf. 小林芳規 1970、沼本克明 1986 など）。これは、「うむの下濁る」の言い習わし

の背景にある宗派意識と対応する。これを裏返せば、「うむの下」を濁ることが、そのよう

な場に属することを示すマーカにもなりえたということもできる。これは漢字音の複層性

に関する議論とも関連しよう。この議論は主として呉音・漢音といった漢字音の種類につい

て問題とされるが、濁音化の有無もその漢字音を特徴づけるマーカとなるならば、それは複

層に対する規範意識と連続する。そして、中世の末期・近世の初期における文脈を無視した

知識の広まりは、当該時期の漢字音に既に複層性から外れた一元化の傾向があるとする石

山裕慈（2018）の指摘と軌を一にするようにもみえる。 

 
16 例えば、石山裕慈（2012）では室町期書写の『論語』古写本類にみられる漢字音の清濁のありようが、

必ずしも理論的に期待されるものではなく、かつ資料間での統一性もないことを指摘する。同論が扱うの

は、主として「本濁」に属するものであるが、ここで提示する問題は、これと同じレベルで扱われるものだ

ろう。これについても、当該時期の清濁の「実態」というとき、その実態とはどのような社会層を想定する

べきかなど、疑問は多い。 
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上記の問題は、いずれも見通しとして示すに過ぎないが、本発表でみた「うむの下濁る」

という言い習わしの歴史的背景は、日本語史上の多くの問題との関連するようにみえる。も

っとも、ここで示した範囲の資料・考察では、充分に扱いきれない。具体的な濁音化例に基

づいた調査を含めて、なお考察が必要である。 

参考・引用文献 

石山裕慈（2012）「室町時代における漢字音の清濁―『論語』古写本を題材として―」『弘前大学教育学部

紀要』108 

石山裕慈（2018）「「漢字音の一元化」の歴史」『国語と国文学』95-10 

奥村三雄（1952）「字音の連濁について」『国語国文』21-5 

表章（1979）「「実鑑抄」系伝書と真嶋円庵（秋扇翁）」『能楽史新考（一）』わんや書房 

小林芳規（1970）「院政・鎌倉時代における字音の連濁について」『広島大学文学部紀要』29 

柴佳世乃（2004a）『読経道の研究』風間書院 

柴佳世乃（2004b）「西来寺蔵 義源撰『法華読音』解題と翻刻」千葉大学人文研究 人文学部紀要 33 

清水眞澄（2001）『読経の世界 能読の誕生』吉川弘文館 

清水眞澄（2007）『音声表現思想史の基礎的研究 信仰・学問・支配構造の連関』三弥井書店 

鈴木豊（2004）「「連濁」の呼称が確立するまで――連濁研究前史」『国文学研究』142 

鈴木豊（2019）「連濁研究史」『連濁の研究―国立国語研究所プロジェクト論文選集』開拓社 

古田紹欽（1976）「川僧慧済について」『禅研究所紀要』6 愛知学院大学 

高山倫明（1992）「連濁と連声濁」『訓点語と訓点資料』88 

高山倫明（2012）『日本語音韻史の研究』ひつじ書房 

竹村明日香・宇野和・池田來未（2018）「謡曲における五十音図──発音注記に着目して──」『日本語の

研究』14-4 

築島裕（1980）「東京大学国語研究室蔵法華経音義三種解題」『古辞書音義集成５ 法華経音義』汲古書院 

沼本克明（1986）『日本漢字音の歴史』東京堂出版 

沼本克明（1990）「読経口伝明鏡集解説幷に影印」『鎌倉時代語研究』13 

野上記念法政大学能楽研究所篇（1998）『鴻山文庫蔵能楽資料解題 中』同研究所 

宮本圭造（2009）「真嶋宴庵伝追考--『実鑑抄』系伝書編者の実像」能楽研究 34 

山田昇平（2018）「二字漢語「－山」の連濁とその歴史―漢語連濁の一例として―」『国語語彙史の研究』

37 

山田昇平（2019）「漢語接尾辞「チュウ」・「ヂュウ」の歴史―中世末・近世初期における―」『訓点語と訓

点資料』143 

山下紀久子（1985）「うむの下濁る--1603 年⾧崎版日葡辞書を中心として」『滋賀大国文』23 

柳田征司（1975）『詩学大成抄の国語学的研究 研究篇』清文堂 

李承英（2003）「室町時代における漢字音の清濁 ―『玉塵抄』と『詩学大成抄』を中心に― 」『日本語と日

本文学』37 



国語語彙史研究会（＠web） 

2021/12/04 

13 

 

参考・引用資料 

日本大文典：土井忠生訳『ロドリゲス日本大文典』（三省堂 1955）、『日本文典』（勉誠社 1976） 

名目鈔：陽明文庫蔵本・乙―陽明文庫『陽明叢書国書篇第十四 中世国語史料』（思文閣出版 1976） 

法華経単字：古辞書叢刊別巻『法華経単字』（雄松堂 1973） 

九条本法華経音：古典保存会『法華経音』（古典保存会 1936） 

読経口伝明鏡集：文安本・文亀本―沼本克明（1990）に掲載。永正本―築島裕解題『古辞書音義集成５ 法

華経音義』（汲古書院 1980） 

永正本法華経音義：築島裕解題『古辞書音義集成５ 法華経音義』（汲古書院 1980） 

義源撰法華経音義：京都大学文学研究科蔵本（京大本）－同蔵の原本、随心院本－山本秀人 「五 妙法華

経音義」『随心院聖教類の研究』（汲古書院 1995）、西来寺本―柴佳世乃（2004b）に掲載 

玉塵：国会図書館蔵本―「国会図書館デジタルライブラリー」https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606749

（請求記号：WA16-135） 

詩学大成抄：米沢図書館蔵本―柳田征司編『詩学大成抄の国語学的研究』影印篇上・下（清文堂 1975） 

永正本六物図抄：「京都大学貴重書デジタルアーカイブ」https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00000027 

（請求記号：国文:寿岳文庫 7C/1/貴重書） 

法華経音義補闕：兜木正亨解題『法華経音義類聚 坤』（本願寺 1972） 

法華経随音句：兜木正亨解題『法華経音義類聚 乾』（本願寺 1971） 

観世宗雪秘伝書：鴻山文庫蔵の原本写真、及び柚原一彦（1931）「観世宗雪の秘伝書」『謡曲界』34‐4 に

よる翻刻 

能口伝之聞書：表章校訂『能楽資料集成 細川五部伝書』（わんや書房 1973） 

節章句秘伝之抄：同 

能口伝之聞書：同 

毛 端 私 珍 抄 ： 野 上 記 念 法 政 大 学 能 楽 研 究 所 「 能 楽 資 料 ア ー カ イ ブ 」

http://nohken.ws.hosei.ac.jp/nohken_material/htmls/index/pages/cate3/NL2153.html 及び『禅竹集』（能

楽会 1917） 

謡之大事口伝抄：鴻山文庫蔵の原本写真 

塵泥：島根大学桑原文庫蔵本（島大本）―「島根大学附属図書館デジタル・アーカイブ」https://da.lib.shimane-

u.ac.jp/content/ja（資料番号 1427536-45）、龍谷大学図書館写字台文庫蔵本（龍大本）―同蔵の原本、京

都大学文学研究科蔵本（京大本）―同蔵原本 

付記 

本発表は以下の助成を受けた成果の一部である。 

・JSPS 科研費「中世後期・近世前期日本語の清濁に対する共時的研究」（若手研究 21K13021 

研究代表者） 

・野上記念法政大学能楽研究所  能楽の国際・学際的研究拠点「謡伝書の日本語学的研究――

発音に関する記述を中心として――」（研究分担者 代表：竹村明日香） 


